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研究成果の概要（和文）：本研究では、ヒトiPS細胞研究に伴う倫理的問題を検討し、当該研究のあり方を示し
た。具体的には、近年、国内外で注目を集めている動物体内でのヒト臓器作製や体外でのヒト精子・卵子作製を
はじめ、ヒト三次元組織（オルガノイド）の作製や遺伝子操作（ゲノム編集）に関する倫理的問題について広く
哲学・倫理学的考察を行った。これらの研究成果について、国内外の学術誌に多数論文を発表するとともに、一
般読者向けの書籍（単著）を執筆した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the ethical issues associated with human induced 
pluripotent stem cell research. Specifically, it comprehensively explored ethical issues related to 
the production of human organs in animals and the in vitro gametogenesis and the production of human
 three-dimensional tissues (organoids) and genome editing technologies. We have published many 
papers on these topics in academic journals in Japan and abroad and have also written a book 
(single-authored) for a general audience.

研究分野： 生命倫理学

キーワード： iPS細胞　生命倫理　人-動物キメラ　人工配偶子　オルガノイド　ゲノム編集

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、最先端科学分野で研究開発を行っている科学者から最新の知見も得ながら、ヒトiPS細胞研究に伴
い既に提起されている問題だけではなく、今後起こりうる問題についてもいち早く取り組んだ。ヒトiPS細胞研
究は今後ますますその進展が期待される分野であるため、将来、深刻な問題を提起しうる事例に対して先回りし
て対応し、その研究成果を広く国内外に情報発信することは、学術的意義とともに社会的意義が大きいであろ
う。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
  2007 年 11 月、京都大学の山中伸弥らはヒト iPS 細胞の樹立に成功した（Takahashi et al. 
2007）。ヒト iPS 細胞は成熟した細胞（血液など）から作製され、ヒト ES 細胞と同等の機能を
もつ。そのため、ヒト胚を「人」ないしは「潜在的な人」と見なし、ヒト胚（受精後 5、6 日目
の胚盤胞）の破壊を伴うヒト ES 細胞研究に反対・慎重の立場を表明してきた者にも高く評価さ
れることとなった。ヒト iPS 細胞研究は、再生医療、創薬、病態解明、治療法の開発など、多く
の医学応用が期待されている。だが一方で、近年、内閣府の生命倫理専門調査会や文部科学省の
生命倫理･安全部会等において、特にヒト iPS 細胞から作製した配偶子（精子・卵子）を用いる
研究やヒト iPS 細胞を動物の胚に注入して行われる研究に伴う倫理的・法的、社会的問題
（Ethical, Legal, and Social Issues: 以下 ELSI）が議論されている。 
日本国内では、前者に関して遠矢（2011）が、後者に関しては神里（2011）が倫理的問題を検

討している。いずれも上記の研究がいかなる倫理的問題を孕んでいるのかを明らかにしようと
するものであり、参照すべき点は多い。ところが、申請者が実施した事前調査（Sawai et al. 2015、
Sawai 2016）を踏まえれば、遠矢や神里の議論は必ずしも網羅的でなく、また 2011 年以降、日
本においていずれの倫理的議論に新たな展開が見られないのが現状である。その意味で、直観的
に否定的な見解が示されることも多いこれらの研究について、（どの程度）倫理的に認められる
のかどうかを検討することは喫緊の課題であると言える。 
 現在、日本では、配偶子（精子・卵子）を作製することは認められているが、それらを受精さ
せることは認められていない。また、動物の胚にヒト iPS 細胞を注入することは認められてい
るが、それを動物の子宮に戻すことは認められていない（2019 年 3 月に指針が大幅に緩和）。近
年、国の審議会等で規制緩和を視野に、ELSI が議論されている。しかし、上記のトピックをは
じめ、ヒト iPS 細胞研究に伴う倫理的問題については十分に検討されているとは言い難い。 
 
２．研究の目的 
こうした現状認識を踏まえ、本研究では、上記二つの研究を含め、ヒト iPS 細胞研究に伴う倫

理的問題を批判的に検討した上で、今後の研究の在り方を示唆することを目的とする。具体的に
は、上記の倫理的問題を中心に取り上げつつ、その他の倫理的問題も射程に入れながら、個別の
問題を哲学的・倫理学的に考察する。その際、世界トップクラスの自然科学系研究機関に所属す
ることの利点を活かし、生命倫理学・哲学と科学の接点で、国際的かつ学際的な生命倫理学研究
を進める。 
 
３．研究の方法 
本研究では、以下二つの方法を採用した。 

(1) 研究計画実施時点で、学術書・学術論文を検索するデータベースを用いて、当該研究の倫理
的問題を扱った文献を網羅的にレビュー・論点整理する。 

(2) それぞれの研究の倫理的問題として抽出された論点を哲学・倫理学的に考察する。 
 
 
４．研究成果 
 本研究成果の集大成は、最先端科学技術に伴う倫理的問題を本格的に論じた書籍（単著）であ
る（2021 年 9月出版予定）。そこでは、上記背景で指摘したトピックに加え、オルガノイド研究
やゲノム編集についても各章で扱っており、上記方法を用いて検討を重ねている。iPS 細胞技術
をはじめ最先端科学技術の倫理的問題を体系的に論じた書籍は国内初であり、画期的な研究成
果と言える。 
その他の代表的な成果は以下の通りである（以下、上記方法に沿って成果を記載）。 

(1) 倫理的問題のレビュー 
ヒト iPS 細胞研究に伴う倫理的問題を論点整理し、その成果を国内雑誌『現代宗教 2019』（「学

術動向」枠）に発表した。また、iPS 細胞等から作製される三次元組織（オルガノイド）研究に
関しても倫理的問題を論点整理し、その成果を国内雑誌『医学のあゆみ』（2018 年）に発表した。
なお本研究の実施に当たり、2018 年 9月〜12 月にかけて、オックスフォード大学ウエヒロ応用
倫理研究センターにおいて在外研究を行った。そこで、同大学に所属する哲学・倫理学者や社会
学者と意見交換・ディスカッションを行うとともに、新たな研究協力体制を構築した。 
(2) 哲学・倫理学的考察 
人と動物のキメラ研究に関する研究成果として、2019 年 3 月に当該研究に関する国内の指針

が改正されたことを受け、規制の国際比較を行うとともに、規制緩和に至った経緯と要点、さら
に今後の議論の方向性を批判的に論じた。本成果は、国際的評価の高い米国科学誌「Cell Stem 
Cell」に掲載された。また、当該研究の中でも特に争点となってきた動物の脳にヒト細胞が含ま
れることの問題について考察し、『科学知と人文知』（弘文堂、2017 年）に発表した。さらに、内
閣府・生命倫理専門調査会、および文部科学省・生命倫理・安全対策室からの要請で、European 



Commission（於：ベルギー・ブリュッセル）が開催された有識者会議に出席し、ゲノム編集技術、
人と動物のキメラ研究が提起する倫理的・法的・社会的課題、および規制の在り方に関する発表
を行った。 
近年、ヒトの胚に構造的に類似した胚オルガノイドや、ヒトの脳に構造的に類似した脳オルガ

ノイドが作製されていることを受け、当該問題に関する検討を行った。胚オルガノイド研究に関
しては、人へと成長する「潜在性」の考え方に着目することで、どのような種類の胚様構造体を
倫理的に配慮し、「14 日ルール」(ヒト胚を用いた研究における国際的倫理規則)を適用すべきな
のかを考察した。本成果は、国際誌「EMBO Reports」に掲載された。 
また、脳オルガノイド研究の現状や展望を踏まえ、将来的な脳オルガノイドの作製・利用に関

する倫理的課題を、体外での研究、動物や人を用いた研究・臨床応用、さらに研究規制の問題に
分類し論じた。本成果は、国際誌「Stem Cell Reports」「AJOB Neuroscience」に掲載された。
加えて、脳オルガノイド研究の倫理の中でも中心課題の一つである意識の問題についても検討
を行った。その結果、脳オルガノイドは既にある種の意識を持つと仮定し、どのような種類の意
識を持ちそうかを論じるとともに、今後の研究の進展に応じて生じうる意識の問題にも議論を
展開した。本成果は、 神戸大学紀要『21 世紀倫理創成研究』(14 号)に掲載された。 
さらに、iPS 細胞研究においてもしばしば用いられるゲノム編集に関しても議論を重ねた。そ

の結果、既に想定されている遺伝的介入（ゲノム編集やミトコンドリア置換）だけでなく、将来
的に想定されうる次世代の遺伝的介入（ゲノム編集やエピゲノム編集）が提起する諸問題を精緻
に分析することが可能になる倫理的フレームワークを発表した。本成果は、生命倫理学雑誌
「American Journal of Bioethics」に掲載された。 
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